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内容紹介

今年で創立 年を迎える日本シェイクスピア協会の最新論文集です。60
ベテランから若手までの 名の寄稿者を迎え、シェイクスピアの作品論（第 部 、12 1 ）

エリザベス朝演劇論、テクスト論、受容・翻案論（第 部）を展開しています。2
「還暦」を迎えた同協会は、シェイクスピアとの対話と往還を長年続けてきましたが、

この新しい論集でも、丁寧なテクスト読解を堅持しながら、シェイクスピアとの「往還」の

新しいかたちを提案しています。
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